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シンポジウム参加者数 100人

26人

40％

25％

勉強会延べ参加者数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　SDGsの実現に向け、気候変動対策、生物多様性保全施策、持続可能な消
費・生産パターンの確保や持続可能な都市づくりを中心とした課題を解決
する。

　今後は、COPに合わせて開催されるGLOBE国際会合に立
法府メンバーを派遣し、メンバー間での課題の認識・共有を
一層深めることで、課題に係る立法措置や政策にSDGsの実
現に向けた措置を盛り込んでいく。

　より多くの立法府メンバーがその専門とする政策分野において主体的に課題
に取り組むようになると共に社会の各ステークホルダーのプライオリティが上
がっていく状況を作る。

　●他団体（PRIジャパン・ネットワーク）との共催で、「機関投資家による企
業の気候変動リスク開示情報の活用」というテーマにてシンポジウムを開
催。民間企業や国会議員など、約100名が参加。 ●気候変動対策、持続可能

今後の
展望

民間企業や国会議員参加によるシンポジウム

立法府内での勉強会の様子

■苦労した点
　なるべく多くの立法府
メンバーが参加できるよ
う勉強会の日程調整をし
たが、参加人数が伸び悩
んだ。

■工夫した点
　勉強会のテーマに応じ
て、さまざまな民間企業
や 団 体 から講 師 を 招 聘
し、連携を強化した。

苦労した点と工夫した点

な消費と生産パターンの確保や持続可能
な都市づくり等の課題に係る勉強会を３
回開催。 ●立法府のメンバーがさまざま
なテーマにつき意見交換を行い、課題の
共有を達成。 ●民間からの講師招聘、他
団体との共催等、外部との連携により、社
会のステークホルダーと議論を重ね、共
通課題についての理解を深められた。


